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ツ液と同様にツ皮内反応の反応原として使用 し得るかど

うかを検討して、次の如き結論に到選 した。

1)右 前臆にツ液、左前臆 にワクチソAの10000借
で

液を皮内注射 した6年 生の左右前縛における反応の陽性

率の差異は、左右前腱に同一のツ液を皮内注射 した5年

生のそれと殆ど相一致 した◎

2)左 右前臆に同一・m…の ワクチソAの ユ0000倍 液を皮

内注射 した3年 生の左右前搏における反応の陽性率の差

異は、右前臆に10000倍 液 、左前臆にツ液を皮内注射 し

た2年 生のそれ と殆 ど相一致 したQ

以上の成績によつて、ワクチソAの10000倍 液は旧ツ

2000倍 液 とほ 黛等 しい力価を有することが分る。

3)本 実験を通 じ、左右前搏における反応には次の如き

差i異が認められる。

i)右 前臆の発赤は鮮紅色、境界明劃、大きさが小

さいにかかわらず硬結を触知 した例が多い。

ii)右 南臆の発赤は陰性例が多く、陽性例において

も発赤の出現、進行が緩徐で大きさも小さい。従つて、

陽性率は左前搏に比 し低い。高学年群は低学年群に比 し、

陽性率が低いのみならず、24時 間値より4S時 間値への

陽性率の増加も少い◎

五ii)左 前臆の発赤は暗紅色、境界不明翻、硬結触知

例は稀である◎

iv)左 前搏における発赤の陽性率は、24時 間値は高

く48時 問値は低下する◎即 ち右前博に比 し発赤は早期

に出現 し早期に消裾する◎学年の高低別による陽性率に

は有意な差異は認め難い◎

▽)BCG接 種経験のない既陽性者では、左右前瞬

の発赤の大きさに、反応の全経過を通 じ著 しい差異を認

ゼ灘 い。 導

▽i)左 右前露の発赤の大きさの間に認められる上述

の差異は強い反応原を使用 した場合には陰蔽せられる。
の

かぐの如き、左右前臆における反応間の相違は、左上

陣における既往のBCG接 種 とい う条件の影響 よりは、

被検者のBCG接 種後の経過期聞、既往におけるツ注射

部位、反応原の強さ、反応の測定時間等の諸条件によつ

て複雑に規定せ られるものと考えられる◎ 塾
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結捜菌の正常型が抗酸性桿菌である と い う考 え は

Koch以 来一・rcに信 じられていた。ところがFo惣tes(t)

によつて発育環の存在が唱えられてから、数多の研究者

によつて結核菌の発育形式についての研究が行われ、ま

た結捜菌が幼若時に非抗酸性であることはMamユGrek

以来認められていたが、結縷菌の発育環の一環 としての

非抗酸性菌について系統的に研究 したものにBezangon,

Philibert及 びHauduroy(2)、Kahn及 びNonidez(:1)

等が あつて、非抗酸性穎粒及び非抗酸性桿菌が抗酸性桿

菌に変化 してゆくことを述べた。またKoch以 来多 く

の学者は抗酸性桿菌が発育能力を有するものと考えて来

たし・またこれが結核菌の正常形態と考えて装たのであ

るが・最近植田④は結核菌の発育環について研究 し、結

核菌の抗酸性型が発育能力を持たないとし、結核菌の増

殖過程としては非抗酸性菌から非抗酸性菌が発育増殖す

る過程(非 抗酸性穎粒から非抗酸性糸状形、更に非抗酸

性桿 薩となる。)が あるのみ である として注目 を浴び

た。しか しながら抗菌性桿菌が果たして生活力のないも

のかどうかと㌧φ 点についてなお論議がある。また発育

の先端部においても非抗酸性菌を認め得ないと述べる研

究者 も存在する。著者は結核菌の発育環に関する既等の

論議を考慮し、結核菌の発育環の問題を系統立てたいと

念願 してこの研究を開始 した。まずここで問題 となるの

は・結核菌の発育形式として次の三つの可能性が考えら

れるが、実際に行われるのがどの形式であるかというこ

とである・すなわち・(・)弾酸性齢 緋 抗酸性のまま
、

非抗酸性菌Bを 生 じ・その後でAが 抗酸性菌となる。ま

たBか ら次々と非抗酸性菌を生 じて旧い ものが抗酸蛙

となつてゆく◎(植 田)(21非 抗酸性菌Aが 帆且抗酸性 と

なり・抗酸性菌Aか ら非抗酸性菌Bを 生 じる。{3)抗酸性
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菌Aか ら直ちに抗酸性菌Bを 生 じる。 したがつてここで

は以上の三つの形式について検討を加えることとした◎

2実 験成績並びに考按

(A)非 抗酸性桿菌から非抗酸性桿菌が発生する過程

について

試験に使用したのは鳥型結核菌獣調株で俵研長谷川研

究室から分与していただいたものである。

(1)GIfeerin5euiIIon及 びSa磁o滋 寒天培地におけ

る観察

岡、片倉培地 に保存 した 鳥型結接菌をpH7・03%

Glyeerinbogillonに1白 金耳接種 して37◎C約24時

聞培養すると管底に架状の発育が認められ る。これをス

ピツグラスに移 して遠心して集菌しZiehl・Neeloen染

色法(Ziehl液 加 温染色2分 、3%塩 酸 アルコール約30

秒 、LδfflerのMethylebblau液1分)で 染め て み る

と、非抗酸性穎粒及び非抗酸性桿菌の連結溝造が認めら

れる。またpH7・OSauton寒 天培地(Asparaginの 代

りにグルタミン酸曹達を使用し、&%の 割合に寒天を加

えた)に 岡 ・片倉培地から塗抹 して37。C約24時 間倍養

1て 生 じた集落を塗抹鏡検 ナると殆 ど全部非抗酸性穎粒

及び非抗酸性桿菌の連結構造が認められ、抗酸性菌は稀

に認められるにずぎない。この所見は岡 ・片倉培地から

接種された結核菌の中で、抗酸牲菌から発育が始まつた

のであろうと、非抗酸性菌から発育が始まつたのであろ

うと、いずれにしても発育の初期において非抗酸性菌か

ら直ちに非抗酸性菌を次々に生 じてゆく発育形式が行わ

れることを確証するものである。何故ならぽ、 このGIy-

cerinbGuillonま たはSauton寒 天培地における初期発

育の集落は殆ど全部非抗酸性であるが、若 し非抗酸性菌

か ら直接非抗酸性菌が発生ナるものでなく、非抗酸性菌

が一昼抗酸性菌になつて、抗酸性菌から非抗酸性菌が発

育するものとすれば、集落の大部分 が 抗 酸 性菌で占め

られねばならぬのに、前 記の通 り事実はそ うでないか

ら。

{2)非 抗酸性菌をGlycerinbonillonに 移 した時の

顯

pH7・03%GlycerinbouiIlonに 岡 ・片倉培地から鳥

型結核菌を接種 し37。C24～48時 間培養 して禦状発育を

得て、これが非抗酸桿菌から成 り立つていることを一部

の染色鏡検によつて知る。これを漸 しいGlycerinbeuil・P

lonに1白 金耳接種 し、37。Cに 培 養 し管 底に紮状発

育を認めた時(約24時 聞後)に 染色鏡検 してタると・

非抗酸性桿菌を認める。すなわちこの場合は接種した非

抗酸性桿菌から次々と非抗酸性桿菌が生 じて行つたこと

は確笑である。

なおこの{2)場合 も先の(1)の場合 もともに発育の初めに

は殆 ど全部が非抗酸性菌であるのに培養 日数の経過とと

もに抗酸性桿菌が出現 し、更に抗酸性菌が大部分を占め

る時期を認める。これはすなわち非抗酸性菌が抗酸性菌

に変化することを示す ものといえる◎

(3)非 抗酸性菌をPuffer培 地 に接種 した時の観察

i])IHi6。9、7。1、7。6または2・9m/15Sδrenseu氏 燐酸

塩緩衝液5.0¢¢ に30%Glycerinb◎uillonO・5eeを 加

えて120。C20分 滅菌した我 々のいわゆるPuffer培 地(ピ

クリソ酸を0.1%の 割合に加えることもある)に、Gly-

cerihb◎uiIlon24時 聞培養の非抗酸性菌を振盟 して得

た懸濁液を0,50c加 えて、37。C12～24時 間後に染色

鏡検 してみると非抗酸性桿菌の集束状の連結構造が認め

られる。すなわちこれ も非抗酸性菌から次々と非抗酸性

菌を生 じてゆぐ発育過程の存在を示すも4)で ある◎なお

この集束状の非抗酸性桿菌は暫 くすると弱抗酸性桿菌、

更に強抗酸性桿菌と変化す る。したがつてこの時期に鏡

検すると強弱の抗酸性桿菌の集束のみが認められズ非抗

酸性菌を殆ど認め得ないことがある。

(4)菌 塊をPuffer培 地 に移 した時の観察

鳥型結核菌をGIyce血bGuiIIonに9～12日 聞培養 し

て生 じた菌膜をくだいて・そrp-一片 を0・1%の 割合にピ

クリン酸を含有するp耳7・6Puffer培 地5・Ocoに 移 し

て37。Cに 培養する。移した菌膜は非抗酸性菌と抗酸性

菌の混合から成 り立つている◎この菌膜を24時 間後に貼

付標本として染色すると、菌膜片から、非抗酸性糸状突

起物、非抗性穎粒、非抗性桿菌の長い連結が伸びてし、る

のが認められて植田の観察と一致 した結果を得た。 しか

して更に観察を続けると菌膜に接 した部分の非抗酸性桿

菌が抗酸性桿菌となつている像を認めることが出莱る。

(小括並びに考按)

以上の観察結果から、鳥型結核菌の発育環の一環とし

て、非抗酸性菌から非抗酸性菌が発育増殖する過程があ

ることは確実である。また非抗酸性桿菌が時間の経過と

ともに抗酸性桿菌に変化 してゆくことも確実である。な

お以上の過程で認められた非抗酸性菌は穎 粒 型、 糸状

型、桿菌型等を含むものであるが、これらを染色標本を作

る毎に37。Cの 保温装置で懸滴標本 として生菌のまs観

察するとこれ らはいずれ も殆 ど全部桿菌の集合乃至連結

の様にみえる。生菌でも糸状のものを認めるけれども、

これは糸状突起 とでもい うべきもので桿菌または顯粒か

ら伸びている形になつており、時間の経過とともに桿菌

となる。また染色標本で穎粒型の ものが多数認められる

時でも生菌を鏡検すると大部分が桿菌型として認められ
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…

る。したがってこれらの穎粒型、糸状型の大部分も広義

の非抗酸性桿菌と解釈される。したがつて以上の発育形

式は非抗酸性桿菌から非抗酸性桿菌が次々に発育増殖し
乱てゆく過程を主過程とするものと認めてよい

。なお生菌

で も穎粒(勿 論游離穎粒を指す)及 び穎粒からの発芽を

認めることもあるが非常に稀である。また以下に述べる

抗酸性菌における生菌観察でも常に殆ど桿菌型のみを認

める・特に発育磁 婦 膜形成の前後姓 菌では願 型

以外のものを殆 ど認め得ない。これから考えてみると結

核菌の主要な発育過程は桿菌から桿菌を生 じる過程と考

えられ、穎粒(游 離)の 存在は特殊な場合又は第二義的な

意味を有するものと考えてよかろうと思われる。

(B)抗 酸性桿菌から非抗酸性菌が発芽する過程につ

いて

使用 した菌株は前と同 じく鳥型結核菌獣調株である。

(1)Puffer培 地 における観察

まず鳥型結核菌をpH7・03%Glycerinbouillon・ に

370C3～4日 培養 した後振鑑 して菌膜を沈降させると同

時 に菌の懸濁液を作る。この懸濁液の一部を鏡検 し、殆

ど全部抗酸性桿菌であることを確める(抗 酸性穎粒の連

続状のものを含まない)。 この抗 酸 性 桿 菌の 懸 濁液

O.5ecを 前記のPuffer培 地6.5ccに 添加 してgy。Cに

培養 し12～24時 間後に観察すると試験管の管底に紫状

乃至糸状の発育が認められ る。これを懸滴標本として生

菌を観察するといずれ も菌体の一端または両端(菌体内)

に光る願粒をもつ桿菌(5～15ge×1ge)の 連結組織から成

り立つている。 しか し光る穎粒を認め難くて一端が稽細

。くなつて、その端が暗 くみえる桿菌も少数混 じている。

また載物ガラスに貼付固定しZiehI-NeeIseB法 で染め

てみると抗酸性桿菌の連鎖または束状の連結構造が認め

られる。24～36～48時 間後には菌集落は糸状乃至円錘

状に発育 し薄膜を形成するこどもある。この時生菌を観

察す ると前と同 じような桿菌型の集落を認 める。いずれ

も殆 ど全部桿菌ばか りであるが、稀 に桿菌の一端に穎粒

型のもの、または短桿菌が附近 しているものもある。Zie-

h1-Neelsen法 で染めて観察す ると種々の集束状の抗酸

性桿菌を認める。大部分は菌体が一様に・Fuchsinで 淡

赤染する弱抗酸性 桿菌であるが、 一部は菌 体が一様に

Finehsinで 濃赤染する強抗酸性桿菌である。 之等の抗

酸性桿菌の一部のものの一端に`Methy16Rhla"Eiに 淡染

または濃染する非抗酸性桿菌(捧 状、勾玉状、紡錘状、

匙状、螺旋状等種 々の形態を呈すち)ま たは非抗酸性穎粒

が附着 している。弱抗酸性桿菌と連なるものもあれば、

強抗酸性桿菌と連なつているものもある。之等の大部分

に抗酸性桿菌の一端から桿菌と反対の方向に種々の角度

を示 しているが、少数は抗酸性桿菌と並行に並んでいる

庵 のもある。この所見は抗酸性桿菌から非抗酸性菌が新

生 し得ることを示すものであると考えられる・いずれに

して も最初移植 したと思われ る濃赤染 した抗酸性桿菌に

は必ず弱抗酸性桿菌の一群または非抗酸性桿菌または穎

粒が附着 してお り、これ らの抗酸性桿菌が皆発育 し得 る

ことを示 している◎

なお抗酸性桿菌に非抗酸性穎粒が附着 している液を多

数認める時に、生菌では穎粒型のものを殆 ど認め得ない

時があり、矢張 り生菌 では桿 菌であ るものがZiehl・ ・

Neelsen染 色 によつて非抗酸性穎粒にみえるものがある

と思われる。

{2)Glycerin寒 天及びSaut◎n寒 天培地における観

察

GlyoerinbouiII◎nに8日 培養 した鳥型結核菌を振鍛

して菌懸濁液を作 り、一部を染色鏡検 して抗酸性桿菌で

あることを確めて、一部をSauton寒 天培地に塗抹 し

て37。Cた 培養 し24～48時 間後に釣菌 し染色鏡検す

ると、少数の抗酸性桿菌のまわりに非抗酸性穎粒乃至非

抗酸性桿菌の集落が認められる。この抗酸性桿菌は接種

した桿菌またはすぐ後にこれから発生 した桿菌であらう

と考えられ、これから周囲の非抗酸性菌が発生 したもの

と考えられ る。

なおこの時接種 した抗酸性桿菌と後にSauton寒 天

培地に見出された抗酸性桿菌を比較すると、後者には菌

体内に1～ 数ケの非抗酸性穎粒が見出され る。この穎粒

は前者には存在 しないのであるから、穎粒のない抗酸性

桿菌に比 して穎粒のある抗酸性桿菌の方が陳旧なものと

考えてよからうと思われ る。

Glycerinb◎uillonに5日 培養 した抗酸性桿菌を前 と

同様 に新 しいGlycerinbouinonに 移すか、Glyeerin

寒天 に移植 しても24～4S時 聞後に少数の抗酸性桿菌の

周囲に非抗酸性の網状構造が認められる。すなわちこの

所見も抗酸性桿菌から非抗酸性菌が発生することを示す

ものと思われる◎

xま たPuffer培 地 に鳥型結核菌を2日 培養 し、鏡検 し

て抗酸牲桿菌のみと認められる時に、既の長さ10～20y

の大抗酸性桿菌をGIyceriR寒 天に移植 して48時 間後

に標本を作つてみると点在する抗酸性桿菌のまわりに非

抗酸性網状構造が認められる。この接種した貌酸性桿菌

と後にGlyoe2i嚥 天上に見出された抗酸醗 とを比較

1て みると・前者は一様にFuohsinに 好染する抗酸性

桿菌であるが・後者は菌体内に1～数ケの非抗酸性穎粒

を有している抗酸性桿菌であるかまたは抗酸性穎粒の連

続体である。この際には抗酸性菌の周囲に新生 したと認
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められる非抗酸性桿菌はいずれ も10yLl下 の もののみで

あるから、この抗酸性菌ははじめに接種 したものと考え

て よかろ うと思われる◎すなわちこの所見は抗酸性桿菌

か ら非抗酸性菌が発生することを示すとともに、一様に

]?uehsiRに 染 まる抗酸性桿菌が時聞の経過とともに非抗

酸性菌を発芽 した後、菌体内に1～数ケの非抗酸性籟粒を

有する抗酸性桿菌または抗酸性穎粒の連続体に変化 し得
ダ

ることを示すものと考えられる。なおこの抗酸牲桿菌の

菌体内に見 られ る非抗酸性顯粒はMuchの 穎粒とは位

置及び数が異なるので別個のものと考えられる(Mueh

顯粒 はWeiss法 及びFontes法 により染色して比較 し

た)◎

(3)生 菌 の観察

Gly鐸ipb◎uilI◎nに24時 聞培養 した鳥型結核菌の

懸濁液0・5ceを0・1%ピ グ リン酸含有pH7.6Puffer

培地5・5ecに 加えて37◎Cに 培養 し2～4～6日 間培養

後 殆 ど全 部が抗酸性菌になるのを確めて、その一部を

pH7・03%Glyce・inb◎uill・nの 」滴に加え懸滴標本と

して生菌の発育を観察 した。観察に際 しては1個 の桿菌

に注目して保温器中に顕微鏡を保つて4～8時 間観察 し

た◎この方法で28個 の桿菌について観察 し、4～8時

間の観察時間中に11個 の桿菌から発芽が行われ るのを

認めた。すなわちこの所見は抗酸性桿菌が発芽能力を有

す るこ とを示す ものである。

次にその例を示す。

(i)長 さ'12～13P位 の大桿菌で菌体内に3ケ の穎粒

が認められ、両端には穎粒は認謬られない。その桿菌の

一一端から桿菌より梢細い突起が出てだんたん伸びて来る

と聯 に、 もとの桿 菌の突 起を出した端に頬 粒が認め

られるようになつた。次いで新たに発生 した桿菌の有離

端に穎粒が認められるようになつた◎この新生 した桿菌

は長さ約3～4P位 で ■もとの桿菌に対 して略900Cの

角度を保つている◎次いで新生 した桿菌の有離端からま

た新たに突起が伸びて短桿菌となり、更に4P位 の長さ

の桿菌となつた。 この桿菌は最初の桿菌に対 して略並行

の位置を保つている(第2の 桿菌に対しては90。Cの 角

度を保つ孕。・この桿菌の有離端から更に1個 の桿菌 が 発

芽 したがこの桿菌は約知の長蚕になると同時にピンとは

ねて、もとの3桿 菌の連鎖とは離れて しまつた。この離

れた桿菌は両端が暗くみえて穎粒は認められなかつたb

(ii)長 さ約5geの 両端に穎粒を有する桿菌の一端か

ら糸状の細い突起が伸張 して3μ 位の長 さとなり、次い

で太 くなつて穎粒の認められない約4μ の長 さの桿菌と

なつた。そや後この桿菌はもとの桿菌に対して屈折 して

松葉状の形 となり、次いで新 しい桿菌の先端に願粒が生

じた◎なお屈曲ははじけるように急に起る。

(註)な お両端に顯粒を有する桿菌の一端から顯粒が

転 り出た様にみえたことが1回 ある。穎粒が飛び出た後

も桿菌の両端に顯粒が認められた。飛び出 した穎粒(?)

の行方を探 したが認め得なかつたので穎粒(?)の 正体は

明 らかでない。 博

(小括並びに考按)

以上の観察結果から抗酸性桿菌が発育能力を有 してい

ることは明かで、結核菌の発育環の一環 として、抗酸性

桿菌から非抗酸性菌が発育(発 芽)す る過程があると考え

られる◎ しか して前の観察結果から抗酸性桿菌から事抗

酸性桿菌が発育する過程が主過程と考えてよいと思われ

る◎何故なら生菌の観察で抗酸性桿菌の一端についてい

る顯粒は桿菌への発育過程の途中と思われるし、また生

菌で桿菌型を していてもZ五eh1-Neeエsen染 色法でみる

と穎粒状にみえる場合があると考えられるから。

(C♪ 抗酸性桿菌から抗酸牲桿菌が発生する過程の有

無について

河盛、弘末㊥は全血中では直接抗酸性菌から発芽 して

非抗酸性の時期を経ないと述べているが、抗酸性桿菌か

ら直接抗酸性桿菌を生 じる発育形式があるかどうかとい

う問題を確証することは難 しい問題であると思われる。

何故なら(B)の 項 で述べたように・抗酸性桿菌から非抗

酸性菌が発芽することが証明され るからには、抗酸性桿

菌から抗酸性桿菌が発育 したように見えてもその間に短

い非抗酸性の時期が介在するのではないかとい う疑問が

起 り得るからである◎我々も前に(Aの(3))強 及び弱抗酸

性桿菌の集束のみを認める時があることを述べたが、こ

の時期にも菌膜が厚 くなつて行 くのを認め得ることがあ

るから強抗酸性桿菌から弱抗酸性桿菌を生 じ、または弱

抗酸性桿菌から弱抗酸性桿菌を生 じて増殖する過程があ

るのかもしれないと考えられる。 しか しこの時も終始非

抗酸牲菌を認めないなどとい うことはなく、必ずこの時

期の前後に非抗酸性菌を認める時期が存在 している。

3考 按

以上述べた結果から鳥型結核菌の発育環の主過程は矢

張桿菌から桿菌を生 じる過程であると考えられ、(1)非抗

酸性桿菌から非抗酸性桿菌を増殖する過程、(2)非抗酸性

桿菌が抗酸性桿菌となる過程・(3)抗酸 性桿菌から非抗酸

性桿菌が発芽する過程の三過程が認められ る。この三つ

の過程を(1)②(3)の順序に結ぶ と一つの環が成立 し.こ の

環が結核菌発育環の主過程と考えられるのである(す な

わちこれらの過程は集落の増大に際 して常に標本の大部

分に認め得るものであるが、これについては第2報 で再
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び述べる)。また游離した非抗酸性穎粒の大部分が非抗酸

性桿菌の特殊な場合と考えられることは既に述べたとお

りである。植田は非抗酸性菌から非抗酸性菌を生じる過

程を結核菌の発育環であるとしており、また一方抗酸性

桿菌がら非抗酸性菌が発芽することが旧くから認められ

ているのであるが、著者は以上の結果からこの二つの過

程の連続 したものが結核菌の主発育環を形成するもので

ある乏考える次第である。また発育あ先端に必ずしも非

撮 性型が認められないとい傭 実1ま欄 の謙 対する

難i点であつたが、以上の三つの過程の連続が発育環であ

るとすれば、この状態は抗酸性桿菌から非抗酸性菌を生

じる前時期と考えられる◎またたとえぱGIyceri始o登iI-

10裁 に抗酸性菌を1白 金耳接種すると
、 まず非抗酸性

菌を生 じて、非抗酸性菌から非抗酸性菌を生 じる発育形

式が認められるが、時間が経過し菌数が増加するととも

に抗酸性菌が大部分を占めるようにな り、抗酸性菌から

非 抗酸性菌(ま たは弱抗酸性菌)を 発芽する発育形式が行

われることとなるのであるが、このように発育の形式は

条件によつて異なり、上述の3過 程が常にそのまま起る

ものではなく、時には(1}〔2)が行 われ、また時には{2)(3)が行

われるものと考えられる。要するに結核菌は非抗酸性型

から抗酸性型へと不可逆な変化をしなが ら増殖を続けて

いるように考えられ、幼若な時期にも成熟 した時期にも

新 しい菌を発生 し得 るものであるが、種々の条件によつ

て非抗酸性型から抗酸性への変化の速度に差があつて複

雑な様相を呈しているものと思われるのである。また結

核菌の発育は主 として誰芽ともい うべき様式で行われ、

次 々と年老いた菌が残つてゆくことも事態を複雑に して

魅る原因であろう◎なおこの年老いた菌が新 しい培地に

移された時に発育能力を示すかどうかとい うことが問題

として残され よう。

4結 論

α)結 核菌の発育環の一環として非抗酸性桿菌から非

抗酸性桿菌を発生増殖する過程がある。

図 非抗酸性桿菌は時間の経過とともに抗酸性桿菌に

変化するd

(3)抗 酸性桿菌は発育能力を有 してお り、結核菌の発

育環の唖環として抗酸性桿菌から非抗酸性桿菌を発生増

殖する過程がある。

㈲ 結核菌の発育環の主要過程は桿菌から桿菌を生 じ

る形式で行われ、上述の(1){2)(3>の3過程を(1)侶)筒の順序

に連ねた環であると考えられる。

(5)ZiehI-Neelson染 色法で観察される非抗酸性穎粒

の中には、非抗酸性桿菌に発育する前段階 と考えられる

ものがあり、また生菌では桿菌であるものが染色 による

と顯粒型にみえるようになるものがある。

(6)Fuchgipで 一様 に染まる抗酸性桿菌は時 聞の経

過とともに菌体内に1～ 数ケの非抗酸性穎粒を有する抗

酸性桿菌に変化するか、または抗鹸性穎粒の連続体に変

化するものと考えられる◎
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　 1　緒　　　言

　本研究第一報に於て我々は流動パラフイソ結核加熱死
菌 ワクチソの毒力に就いて発表 し、このものが生食水浮

游の加熱死菌ワクチソに比 して毒力の強い事を認めたの

であるが・その原因として流パテによつて菌唖 体内存

繍 聞の賑 という点を励 上げた◎又そ傭 性も総

量又は雄 方法によつて馳 調 蹴 ぞ尋確 棚 となつ

たので読 パラ死菌ワクチンの生ずるツペルクリ
ンアレ

ルギ{及 び感染防騰 蹴 いて実験を行
・、 その購 を


